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日米両国からの参加者による交流試
合。２００４年８月６日、アリゾナ・

セドーナにて 

試合直前にスタジアムのスクリーンに映
されるフィールドに立つ参加者。２００
４年８月６日、アリゾナダイアモンド
バックス、バンクワンスタジアムにて 
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２ ００４年に全米日米協会連合（ＮＡＪＡＳ）は、北海道日本ハムファイターズ及びアリゾナダイ

アモンドバックスの支援・協力の下、日米交流１５０周年事業の一環として日米青少年ベース

ボールキャンプ２００４を行いました。キャンプは全行程１４日間にわたり、そのうち７日間はアリゾ

ナ・フェニックスにてダイアモンドバックストレーニングセンター主催の野球教室に日米両国計３６名

の少年野球選手が参加し、また、その後ロサンゼルスとシアトルにてメジャーリーグ観戦などのイベン

トを行いました。プログラムの目的は、日米両国において長い歴史を持つ野球を通して、若い世代のお

互いの文化への理解を深める機会を提供、また、当プログラムを継続的な次世代の交流の場として発展

させることです。 
 
２００４年の成功をうけて、全米日米協会連合は日米野球少年、また野球指導者間の第２回目の交流を

行うことを決定しました。今回も昨年と同様に北海道日本ハムファイターズ及びアリゾナダイアモンド

バックス、また新たにメジャーリーグベースボールの支援・協力のもと開催されます。 
 
今年は２００４年とは逆に、アリゾナから北海道に野球少年及びコーチを呼び寄せ、北海道日本ハム

ファイターズとその他関係団体による様々なイベントに参加する予定です。また、東京においては、メ

ジャーリーグベースボールを通じて、千葉ロッテマリーンズ主催の野球教室、東京読売ジャイアンツに

よるイベント、そして観光などを行うことになっています。 
 
日米両国で豊かな歴史を持つ野球は、両国の青少年がお互いの国の文化に触れる為のまたとない機会に

なると考えられます。言うまでもなく、異文化間交流は今日の国際関係の重要な基盤の一つであり、将

来の日米関係をより一層強固なものにしていくためのきっかけを、参加者が球場のダイアモンドの上で

掴めることを願って当企画の準備を進めております。 
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プログラム概要 

プログラム： 日米青少年ベースボールキャンプ２００５ 
  

期間： ２００５年７月１２日から２２日 
  

場所： 北海道、東京、千葉 
  

参加者： １３から１５才までのアメリカ人野球選手１０名 
 １３から１５才までの日本人野球選手４０名（千葉及び北海道） 
 ダイアモンドバックストレーニングセンターのコーチ２名 
 ホストファミリー１０家族 （札幌・旭川） 
  

参加・協賛団体： １６団体 
  

参加費： 無料（おこづかい、空港等での軽食などを除く） 
  

保険： Travel Insured Internatinal, Inc. （海外旅行保険）  
  

スポンサー： フリーマン財団、全日空、メジャーリーグベースボール・ジャパン、アリゾナ・

ダイアモンドバックス・トレーニングセンター、北海道日本ハムファイターズ 
  

連絡先： 全米日米協会連合（ＮＡＪＡＳ） 

Ｅメール：contact@us-japan.org 
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フェニックス 

07/11 (Mon) PM ダイアモンドバックスにて出発前のオリエンテーション   

07/12 (Tue)  AM フェニックス出発（ロサンゼルス若しくはサンフランシスコ

経由） 

07/13 (Wed) PM 成田着、東京で宿泊 

東京 

千葉 

07/14 (Thu) AM 
PM 

築地魚市場見学 

本郷中学校野球部と交流 

千葉ロッテマリーンズ野球教室（上野球部と共に参加） 
マリーンズ選手との交流 

アウトバックステーキハウスにて夕食 

07/15 (Fri) AM 
PM 

埼玉栄高校相撲部にて相撲体験ツアー 
駐日米国大使公邸にてシーファー大使と昼食 

秋葉原観光 
東京ドームツアー及び試合観戦（東京ｖｓ横浜） 

07/16 (Sat) AM 
 
PM 

東京出発、札幌着到 

旭川にてホストファミリーと合流 

ホストファミリーと自由行動 

北海道 

07/17 (Sun) AM 
PM 

比布町営球場にて地元チームとの交流会及び試合 
フェニックストレーニングセンター落成式 

旭川グランドホテルにてウェルカムパーティー 

07/18 (Mon) AM 
PM 

ホストファミリーと自由行動 

札幌津ドームにて北海道日本ハムファイターズ野球教室 
札幌ドームスタジアムにてリユニオンパーティー 

07/19 (Tue) AM 
PM 

札幌ドームスタジアムにてファイターズ野球教室   
札幌ドームスタジアムにおいてゲーム前のセレモニー 

ファイターズホームゲーム （北海道 ｖｓ千葉） 

07/20 (Wed) AM 
PM 

札幌市内観光 
札幌ドームスタジアムにてファイターズ野球教室   

07/21 (Thu) AM 
PM 

札幌市内観光 
札幌ドームスタジアムにてファイターズ野球教室   

07/22 (Fri) AM 
PM 

札幌出発 

フェニックスに到着 フェニックス 

ダイアモンドバックスのホームゲー
ムを観戦する日米の参加者とホスト
ファミリー。２００４年８月６日、

バンクワンスタジアムにて 

ダイアモンドバックスキャンプ中のス
ピードトレーニング。２００４年８月３

日、フェニックス市営球場にて 



                          参考資料 | 3 

２００４年プログラム評価（要約）２００４年プログラム評価（要約）  

Japan-America Youth Baseball Camp 2005 

全 米日米協会連合（ＮＡＪＡＳ）は、２００４年に第１回目を企画する段階から、当プロ

グラムを将来継続的に行うことを目的としていたため、プログラム終了後参加者及び関

係者の皆様を対象にアンケートを行いました（以下はその結果の要約）。 
 
当プログラムの性質を鑑み、ＮＡＪＡＳはアンケートを業務評価と参加者評価の２つに分けま

した。前者はＮＡＪＡＳのスタッフ及び協賛・関係団体を対象とし、また、後者は日米の参加

選手及び保護者、参加コーチを対象として行われました。さらに、ダイアモンドバックスは野

球キャンプに限定された内容で個別に参加者にアンケートを取りました。 
 
ＮＡＪＡＳのプログラム業務についての評価（有効回答数４４） 
 

ＮＡＪＡＳの業務に関して９つの項目を日本人参加者、保護者、コーチ、そして関係団体に評

価を頂きました。それらの項目は主にＮＡＪＡＳのスタッフの業務の効率、コミュニケーショ

ン、態度や熱意に関するもの、そしてＮＡＪＡＳによって提供された情報の信憑性や配布物の

質に関するものでした。平均して、５段階評価（１＝悪い、５＝良い）で７０％が４以上、２

９％が３と回答しました。また、全体として、参加選手よりも関係団体と引率コーチがより高

い評価をしたことは、ＮＡＪＡＳスタッフと選手の間のコミニュケーションの頻度が低かった

ことが考えられます。 
 
ベースボールキャンプについての評価（有効回答数２７） 
 

ダイアモンドバックスのベースボールキャンプについて、日米の参加選手及び引率コーチを対

象に５つの質問がなされました。これらの質問はキャンプ全体の印象、施設、指導者のプロ

フェッショナリズムや指導力、そしてキャンプの構成などに関するものでした。５段階評価

で、１００％がキャンプは有意義なものであり、指導者の能力や誠意も高く評価し（共に４以

上）、全員が将来再び参加したいと回答しました。 
 
プログラム全体についての評価（有効回答数２１） 
 

フェニックスにおいて最も人気があったのはホームステイとベースボールキャンプでした。ロ

サンゼルスではサーフィン・レッスン（ビーチピクニック）とドジャーズのゲーム、また、シ

アトルではマリナーズの試合観戦がが最も楽しかったイベントとして挙げられました。解答者

全員が将来機会があればまたプログラムに参加したいとし、友人にも参加を勧めるとしまし

た。 
 
全体として、殆どの参加者と関係団体から高い評価を受ける結果となりました。一般にホーム

ステイなどの異文化交流は関係者全員にとって大変有意義な経験となる一方で、とても困難な

情況を生じることもあります。その意味で、当プログラムは熱意のある参加者と関係団体の皆

様に恵まれたことが成功の第一要因であったと思われます。 
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